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桜の下で
　草木も芽吹く暖かい季節となりました。桜の花も

満開に咲きほこり、その下で子どもたちが元気に遊

んでいます。桜と子どもたちが妙にマッチして、と

てもいい光景でした。
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21世紀に向けた

平成５年度一般会計予算

112億8,0000万円

広報みぶ1111111111111111111111111111111111121111111111｢||||||||II

　平成５年度の町予算が３月定例町議会で可決されましたので、

お知らせします。

　平成５年度の財政は、景気低迷の影響により極めて厳しい状

況下にありますが、経費の節減と合理化を推進し、財政の健全

化、住民福祉の向上に努め､｢ｲ固性的で調和のとれた町づくり｣

を目ざして予算編成をしました。

　これからの１年間、この予算をもとに各種の施策、事業を実

施していきます。町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

グラフに見る歳入歳出予算(一般会計)

(2.0％)

2億3,068万5千円
(2.6％)

2億9,000万円

(3.5％)
3億9,476万9千円

歳 財源内訳

歳出一性質別内訳

歳出科目別内訳

年度

　一　冗

２

３

４

５

20 40 60 80

100
　億円
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¬明日を
.
つづく‥る基礎的条件の整備……

……

;･'･〈》町道新.殷･改良事業(改良ﾐ舗装26路線)……i･=･'12億8測抱万円

パ◇運動公園整備事業………………j………………………j……,1………iﾌ億も,81こ5万円

◇おもちφのまち駅自転車駐車場整備事業

◇壬生西部地区現況測量

◇児童公園整備事業

4億9,589万円

　　3,300万円

　　2,330万円

７万｡,創造性･に……i富,む心豊｡,かな人づ;;ぃく=,………り=,,………７Ｔ

…………に:･…………i

,i………I…… I
･･.･'.';,;･.一一II･,･:･II.一一'I……I･･,I･I一

白◇生涯学習施設猿橋事業ノ

◇壬生東小学校フール建設事業

◇藤井小学校校庭整備事業

◇中学校人工芝テニスコート整備事業

◇南犬飼中学校校庭整傭事業

　　■I　㎜■■　■I＝2億6j()o万円

　　　9,596万円

　　　2,835万円

　　　2,625万円

　　　4,490万円

二安全で快適な生活環境プく‥り.¬

｜　◇最終処分場周辺整備事業補助　　　　　　4,700万円

ｉ　◇最終処分場実施設計業務委託　　　　　　1,700万円

ひ合併浄化槽設置補助　　　　　　　　　　　　628万円

◇消防施設等整備（防火貯水槽,消防自動車）2,026万円

◇公共下水道及び渦域下水道事業等づ/6億5,850万円

◇水道配水管布設等工事………………=j………………=………2億9,a･80万円

生きがいある社会福祉の充実

◇老人施設入所措置事業　　　　　　　　1億5,079万円

◇身体障害者更生援護施設入所措置事業　　2,385万円

◇デイサービス事業　　　　　　　　　　　2,260万円

◇ねたきり老人等対策事業=

………,ぃ………･…………1･,6,20万円

◇老人福祉計画策定………゜ご=,ヽ=y………゜………,゛゜･………………………=………861?万円

◇住民健康管理実態調査（18歳以上）∧　………223万円

力ある地域産業の振興

ﾉ::ご7::::こ}

……

…

j

,=ﾉ

づ

1

や｡,?やり1

1･jj=〈》首都拙=●業確立対策事業

=7

……………:yJ='ij

,………,………二……………
…

…

,

:ｿ;･･

･,1ｽに:ﾐ………'Rjり……J………漸勁6万円……･に

＞◇商工会振興等補助ﾉ＞i==｡……

…

…]…

…

………=………i･=‥1｡,ii自'36万円･

◇地概尹業振興拠点整備支援事業補助

◇おもちや博物館建設事業

　　7､497万円

10億9､915万円

１人当たり使われる町の予算

ル

（５年度一般会君t予算を昭の人□・世帯数で嘸つた場合）

平成５年３月１日現在人口40,079人,世帯数11,985世帯

蜜万万逼千浪尚…………1竃111 ずJJJ……j回

白

白

尚尚

簾万IJ京回回

1

7

jに

)尚(

11゛

j

゛1漱甫顛9ﾀﾞぢ

収益的|;　ム
5億1,493万3千円

4億4,827万4千円

2.6％

7.1％

加工よ
1億7,460万円

3億7,460万3千円

△56.0％

△35.3％

※資本的収入額が支出額に対して不足する額は、当年

度損益勘定留保資金､建設改良積立金で補てんします。

心･゛/
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　壬生聖地公園147区画

◇問合せ先町保健課(a82-1234)

募
集
の
要
領

(1)

種
別
、
区
画
数

　
及
び
永
代
使
用
料
等

ﾙ

鋤

j

i

゛

゛

l

゛

i

f

(

i

,
゛ ･

l i J

'

i

,

゛

‘

(

゛ ゛

゛

i

f ゛ ゛

万

万
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E
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, l

゛

゛

l

゛

゛

i

l

゛

?

゛

,

ﾐ
゛

;

i

に

(

゛

(

゛

,

1

'

･

;

゛

l

゛

;

J

J

゛

l

･

ｮ

i

に

゛

,

l

゛

゛

, j

゛

l

;

ﾐ

゛

゛

l

(
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[
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j
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I

J 万
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ﾂ

,

i

,

゛ l 湊 M E ] ｽ

Jil万

で万有‘逼朧織ﾉﾂﾞ1ｯjﾀﾞ回1

/
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｡

巾

,J

]|万ﾗy報舗

,

回j

面　　　　　　　積 4.5�

区　　　画　　　数 147区画

永　代　使　用　料 250,000円

共同施設管理手数料 （年額）　　2,000円

(1)

受
　
付

◇永代使用特等は、使用許可の際に納入して

　いただきますので、ご用意ください。

◇
日
時
　
６
月
１
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
日
間

　
　
　
　
　
μ
１
６
日
（
本
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◇
場
所
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ー
階
会
議
室

◇
そ
の
他

〇
受
付
時
に
簡
単
な
審
査
を
行
い
ま

　
す
の
で
、
申
請
者
本
人
ま
た
は
家

　
族
の
方
（
申
請
者
と
同
一
世
帯
の

　
成
人
者
）
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
考
の
受
付
は
、
１
人
に
つ
き

　
１
申
請
書
で
す
。
複
数
受
付
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

ｏ
申
請
書
に
は
、
楷
書
で
は
っ
き
り

　
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

③
応
募
資
格

　
現
在
、
使
用
で
き
る
墓
地
が
な
く
、

申
消
日
現
在
に
お
い
て
引
き
続
き
１

年
以
に
に
ず
生
町
に
住
所
を
有
す
る
方

④
必
要
書
類

①
墓
園
使
用
許
可
申
請
書

②
申
請
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
の

　
写
し
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

◇
な
お
、
埋
蔵
さ
れ
て
い
な
い
遺
骨

　
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
優
先
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
①
、
②

　
の
ほ
か
に
次
の
書
類
を
ご
用
意
く

　
だ
さ
い
。

③
火
葬
許
可
証
、
ま
た
は
寺
院
等

　
管
理
者
の
証
明
書

　
・
遺
骨
を
墓
地
、
寺
院
、
納
骨
堂
に

　
埋
蔵
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　
（
火
葬
許
可
号

　
こ
皿
骨
を
寺
院
等
で
一
時
的
に
保
管

　
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
寺
院
等
管
坪
者
の
証
明
書

　
　
　
（

及
び
火
葬
許
可
証
　
　
　

）

④
申
請
者
の
戸
籍
謄
本

゛｀匹｀W

　
及
び
死
亡
者
の
除
籍
謄
本

・
申
請
者
と
死
亡
者
が
同
じ
戸
籍
の

　
場
介
　
（
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
）

・
申
請
者
と
死
亡
者
が
別
の
戸
籍
の

場
合

　
死
亡
者
の
除
籍
謄
本
及

（

び
申
請
者
の
戸
籍
謄
本

）

⑤
そ
の
他

　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
後
日
内

容
等
を
審
査
し
、
適
疋
な
も
の
は
受

坪
し
ま
す
。
こ
の
関
係
で
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

使
用
者
の
決
定

巾
町
長
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
番
号

　
に
よ
り
、
そ
の
位
置
を
指
定
し
ま

　
す
。

　
申
請
者
の
数
が
墓
園
の
区
画
数
を

　
越
え
た
場
合
に
は
、
応
募
資
格
を

　
満
た
し
た
町
内
居
住
者
で
、
現
在

　
坪
蔵
さ
れ
て
い
な
い
遺
骨
を
所
有

　
し
て
い
る
方
を
第
一
優
先
順
位
と

　
し
て
決
定
し
、
そ
れ
以
外
の
方
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
区
画
を
決
定
し
た
方
に
は
、
決
定

　
通
知
及
び
永
代
使
用
料
納
入
通
知

　
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
抽
選
と
な
っ
た
場
合
に
は

　
そ
の
旨
文
書
で
週
給
し
ま
す
。
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　．１｀，

ヽ……X｡｡ﾚ｀平成４年度団体別資源ゴミ回収実績表

480'ヽﾝが資源化(減量)に

-

ご協力ありがとうございました

資
源
ゴ
ミ
回
収
量
（
4
5
団
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
（
ト
ン
）

白
り
乙
？
‘
ｑ
″
・
７
ｔ

ｍ
　
ｇ
ｃ
ｌ
Ｑ
４
ｊ

士
　
り
山
１
・
［
ａ
ｔ

（
㈲
ド
レ
レ
淋
　
―
？

　
　
　
　
　
　
小
　
計
り
り
り
り
ｑ
″
・
７
ｔ

汗姉東

］
￥
c
N

L
Qs
L
r
34
J

（
門
川
犬
○
慟
　
‐
。
。
？

白
　
　
１
一
２
ｔ

　
　
　
　
小
　
計
１
４
４
一
９
｀
ｔ

　
ハ
目
　
　
　
　
計
４
８
３
・
９
ｔ

資
源
ゴ
ミ
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に

協
力
し
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を

交
付
し
て
い
’
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区

で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
資
源
ゴ
こ
ぺ
１
回
の
回
収
で
５
０
０

㎏
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
資
源
ゴ
ミ

回
収
業
者
に
売
却
し
た
団
体
に
は
、

回
収
重
量
１
㎏
に
’
つ
き
５
円
と
１
回

の
回
収
に
つ
き
ヽ
３
千
円
の
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
【
問
合
せ
先
】

○
役
場
保
健
課
　
（
四
郎
１
り
乙
９
ａ
４
）

ｏ
清
掃
セ
ン
タ
士
�
郎
９
り
４
ら
乙
４
）

《登録順》

ら
ク

　一
レ
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一
。
　
‐
‐
‐
‐
’
一
　
」
浦

　
【
部
長
級
】

▽
民
生
部
長
（
保
健
課
長
石
小
田
垣

勤
　
▽
経
済
部
長
（
企
画
財
政
課
長
）

○
粂
川
暁
夫
　
▽
教
育
次
長
（
税
務

課
長
）
○
木
村
　
玄
、
▽
総
務
部
参

事
兼
総
務
課
長
（
総
務
課
長
）
○
橋
本

守
　
▽
教
育
委
員
会
参
事
兼
社
会
体

育
課
長
（
社
会
体
育
課
長
石
鈴
木
之

夫
▽
総
務
部
参
事
兼
税
務
課
長
（
社

会
教
育
課
長
）
○
若
井
　
弘
　
▽
民

生
部
参
事
兼
保
健
課
長
（
商
工
観
光

課
長
）
○
倉
井
秀
雄

　
「
課
長
」

▽
企
画
財
政
課
長
（
建
設
課
長
）
白
石

博
英
　
▽
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
（
福

祉
課
長
）
日
永
正
巳
　
▽
商
工
観
光

課
長
（
下
水
道
課
長
）
望
島
和
夫
　
▽

建
設
課
長
（
都
市
計
画
課
長
）
植
竹
勝

美
　
▽
都
市
計
画
課
長
（
企
画
財
放

課
主
幹
兼
財
政
係
長
）
○
渡
辺
長
二

▽
下
水
道
課
長
（
教
務
課
長
）
太
田
芳

明
　
▽
教
務
課
長
（
住
民
課
主
幹
兼

管
理
係
長
）
○
稲
見
弘
子
　
▽
社
会

教
育
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
山
名
延

男
　
▽
議
会
事
務
局
長
（
福
祉
課
主

幹
兼
児
童
館
長
）
○
二
瓶
義
彦
　
▽

会
計
課
長
（
出
納
室
長
石
田
村
光
宏

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
一

▽
工
事
検
査
室
長
（
建
設
課
主
幹
・

工
事
検
査
担
当
）
○
粂
川
邦
夫

　
【
主
幹
】

▽
企
画
財
放
課
主
幹
兼
財
政
係
長
（
同

課
主
幹
兼
企
画
調
整
係
長
）
佐
藤
和

明
　
▽
住
民
課
主
幹
兼
管
理
係
長
（
商

工
観
光
課
主
幹
）
増
渕
陽
三
　
▽
商

工
観
光
課
主
幹
兼
国
民
文
化
祭
準
備

室
長
（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
事
業
係

長
）
須
釜
修
一
　
▽
下
水
道
課
主
幹

兼
工
務
係
長
（
商
工
観
光
課
主
幹
・

工
業
開
発
担
当
）
田
中
好
雄
　
▽
社

全
教
育
課
主
幹
中
央
公
民
館
勤
務
（
同

課
主
幹
兼
中
央
公
民
館
館
長
）
三
橋

秀
　
▽
福
祉
課
主
幹
兼
医
療
福
祉
係

長
（
同
課
長
補
佐
兼
医
療
福
祉
係
長
）

○
塚
田
征
夫
　
マ
総
務
課
主
幹
兼
庶

務
人
事
係
長
（
同
課
長
補
佐
兼
庶
務

人
事
係
長
）
○
伊
藤
住
雄
　
▽
税
務

課
主
幹
兼
資
座
視
係
長
（
同
課
長
補

佐
兼
資
産
税
係
長
）
○
柴
　
七
郎

▽
農
業
委
員
会
主
幹
兼
農
地
調
整
係

長
（
同
事
務
局
長
補
佐
兼
農
地
調
整

係
長
）
○
木
野
内
友
明

【
課
長
補
佐
】

▽
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整

係
長
（
農
務
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

小
久
保
　
誠
　
▽
農
務
課
長
補
佐
兼

農
政
係
長
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼
工

務
係
長
）
橋
本
俊
夫
　
マ
社
会
教
育

課
長
補
佐
兼
社
全
教
育
係
長
（
社
会

体
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
）

坂
田
和
男
　
▽
社
会
体
育
課
長
補
佐

兼
社
会
体
育
係
長
（
社
全
教
育
謀
殺

全
教
育
係
長
）
○
枝
　
茂
男

　
【
係
長
】

▽
工
事
検
査
室
工
事
検
査
係
長
（
建

設
課
主
賓
）
○
小
林
秀
夫
　
▽
都
市

計
画
課
事
業
係
長
（
同
課
主
査
栃
木

県
土
木
部
都
市
施
設
課
派
遣
）
○
高

山
嗣
男
　
▽
商
工
観
光
課
工
業
開
発

係
長
兼
国
民
文
化
祭
準
備
室
文
化
係

長
　
（
同
課
工
業
開
発
係
長
）
栗
原

隆　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
一

　
【
主
査
】

▽
総
務
課
主
査
（
社
全
教
育
課
主
査
）

笹
崎
　
明
　
▽
教
務
課
主
査
（
社
会

福
祉
協
議
会
大
橋
　
誠
　
▽
住
民

課
主
査
（
社
全
教
育
課
主
査
宿
泊
施

設
勤
務
）
野
口
　
悟
　
▽
福
祉
課
主

査
社
全
福
祉
協
議
全
派
遣
（
総
務
課

主
査
）
中
川
正
人
　
▽
福
祉
課
主
査

（
税
務
課
圭
皿
）
沖
　
薫
　
▽
保
健
課

主
査
清
掃
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
建
設
課

主
査
）
入
江
高
男
　
▽
晨
務
課
主
査

（
保
健
課
主
査
）
大
橋
　
肇
　
▽
水
道

課
主
査
（
保
健
課
主
査
清
掃
セ
ン
タ

ー
勤
務
）
神
水
一
三
▽
下
水
道
課
主

査
（
都
市
計
画
課
主
査
栃
木
県
果
央

開
発
事
業
団
派
遣
）
神
来
全
始
　
▽

都
市
計
画
課
主
査
栃
木
県
土
木
部
都

市
施
設
課
派
遣
（
農
務
課
主
査
）
越
路

正
一
　
▽
税
務
課
主
査
（
農
務
課
主

査
）
落
合
広
美
　
▽
社
全
教
育
課
主

査
図
書
館
勤
務
♀
水
道
課
主
査
）
尾

花
利
夫
　
▽
税
務
課
主
査
（
同
課
主

任
）
○
粂
川
延
夫
　
▽
福
祉
課
主
査

（
同
課
主
任
）
○
神
永
幸
子
　
▽
農
務

課
主
査
（
同
課
主
任
言
池
田
　
茂

▽
社
全
教
育
課
主
査
歴
史
民
俗
資
料

館
勤
務
（
同
課
主
任
同
資
料
館
勤
務
）

○
君
島
利
行
　
▽
都
市
計
画
課
主
査

栃
木
県
県
央
開
発
事
業
団
派
遣
（
水

道
課
主
任
）
○
高
山
　
浩
　
▽
総
務
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課
主
査
（
同
課
技
千
言
杉
田
昌
道

▽
第
二
保
育
所
主
査
（
第
三
保
育
所

主
査
）
蟻
生
綾
子
　
▽
第
三
保
育
所

主
査
（
第
一
保
育
所
主
査
）
富
居
恭
子

▽
第
四
保
育
所
主
査
（
第
二
保
育
所

主
査
）
西
山
真
弓

【
主
任
】

▽
南
犬
飼
出
張
所
主
任
（
住
民
課
主

任
）
武
藤
　
仁
　
▽
保
健
課
主
任
（

南
犬
飼
出
張
所
主
任
）
大
関
昭
子

▽
保
健
課
主
任
（
同
課
保
健
婦
）
○
鈴

木
律
子
　
マ
住
民
課
主
任
（
同
課
主

事
）
○
田
中
史
子
　
▽
第
１
保
育
所

主
任
（
同
所
保
母
）
○
池
田
弥
栄
子

▽
第
１
保
育
所
主
任
（
第
３
保
育
所

保
母
）
○
寺
内
智
子
　
▽
第
２
保
育

所
主
任
（
第
４
保
育
所
主
任
）
須
藤
陽

子　
【
主
事
】

▽
南
犬
飼
出
張
所
主
事
（
住
民
課
主

事
）
矢
倉
洋
子
　
▽
福
祉
課
主
事
（

保
健
課
主
事
）
伊
沢
　
隆
　
▽
社
全

教
育
課
主
事
宿
泊
施
設
勤
務
（
水
道

課
宇
事
）
大
橋
由
孝
　
▽
商
工
観
光

課
主
事
栃
木
県
企
業
局
派
遣
（
税
務

課
主
事
）
増
田
利
幸
　
▽
総
務
課
主

７
事
施
設
振
興
公
社
派
遣
（
同
課
主
事
）
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高
鳴
明
美
　
▽
第
１
保
育
所
保
母
（

第
２
保
育
所
保
母
）
水
引
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
【
学
校
関
係
】

▽
壬
生
中
主
査
（
壬
生
小
主
査
）
田
辺

久
枝
　
▽
安
塚
小
主
査
（
睦
小
主
査
）

長
美
智
子
　
▽
睦
小
主
査
（
壬
生
来

小
主
査
）
大
久
保
美
枝
　
▽
壬
生
小

主
任
（
藤
井
小
主
任
）
谷
原
千
代
子

▽
壬
生
来
小
主
事
（
羽
生
田
小
主
事
）

能
倉
好
子
　
▽
藤
井
小
給
食
婦
（
壬

生
小
給
食
婦
）
中
嶋
治
美
　
▽
壬
生

北
小
給
食
婦
（
安
塚
小
給
食
婦
示
林

カ
ネ
　
▽
南
犬
飼
中
給
食
婦
（
壬
生

中
給
食
婦
）
田
中
美
知
子
　
▽
睦
小

公
仕
（
壬
生
小
公
仕
）
大
垣
正
男
　
▽

壬
生
中
公
仕
（
睦
小
公
仕
）
戸
崎
　
武

▽
南
犬
飼
中
公
仕
（
稲
葉
小
公
仕
）
塚

崎
紋
一
郎
　
▽
壬
生
小
公
仕
（
羽
生

田
小
公
仕
）
伊
藤
喜
一
　
▽
稲
葉
小

公
仕
（
安
塚
小
公
仕
）
小
須
田
今
朝
吉

▽
安
塚
小
公
仕
（
壬
生
中
公
仕
）
佐
藤

智
義
　
▽
羽
生
田
小
公
仕
（
南
犬
飼

中
公
仕
）
林
　
博
昭

　
【
新
採
用
】

▽
税
務
課
主
事
　
荒
川
宏
一
　
▽
水

道
課
主
事
　
植
木
克
彦
　
▽
農
務
課

主
事
　
増
田
　
茂
　
▽
住
民
課
主
事

山
口
智
子
　
▽
保
健
課
主
事
補
　
原

嶋
典
邦
　
▽
福
祉
課
主
事
補
　
勘
解

由
浩
久
　
▽
都
市
計
画
課
主
事
補

赤
羽
根
美
智
子
　
▽
総
務
課
主
事
補

大
塚
朋
子
　
▽
商
工
観
光
課
主
事
補

黒
川
恵
美
子
　
▽
建
設
課
技
師
　
石

川
正
責
　
▽
保
健
課
保
健
婦
見
習

磯
　
珠
恵
　
▽
第
３
保
育
所
保
母

梅
津
陽
子
　
▽
第
４
保
育
所
保
母

篠
原
ゆ
か
り
　
▽
総
務
課
運
転
手

八
幡
哲
夫
　
▽
総
務
課
公
仕
　
長
谷

川
伸
次
　
▽
安
塚
小
給
食
婦
　
大
藤

と
し
子
　
▽
壬
生
東
小
給
食
婦
　
高

橋
千
恵
子
　
▽
壬
生
北
小
給
食
婦

渡
辺
正
江

　
【
退
職
】

　
　
　
（
平
５
年
３
月
3
1
日
付
）

▽
神
長
英
幸
（
民
生
部
長
）
マ
入
江

正
蔵
（
経
済
部
長
）
▽
粒
良
悦
司
（
社

全
教
育
課
主
幹
）
▽
人
見
治
男
（
総

務
課
主
幹
）
▽
田
村
七
郎
（
総
務
課

公
仕
）
▽
中
嶋
平
三
（
藤
井
小
学
校

公
仕
）
▽
荒
川
君
子
（
藤
井
小
学
校

給
食
婦
）
▽
田
中
ョ
シ
（
壬
生
東
小

学
校
給
食
婦
）
▽
吉
田
善
男
（
壬
生

北
小
学
校
公
仕
）
▽
大
島
ツ
ギ
（
壬

生
北
小
学
校
給
食
婦
）
▽
鮎
田
芳
子

　
（
壬
生
中
学
校
主
査
）
▽
印
南
ふ
み

子
（
南
犬
飼
中
学
校
給
食
婦
）

児
童
手
当
示
却得
下方
出
方バ

　
平
成
５
年
度
児
童
于
当
の
所
得
制

限
限
度
額
（
平
成
４
年
分
の
所
得
に

よ
る
）
が
変
わ
り
ま
す
。

　
前
年
度
所
得
オ
ー
バ
ー
で
却
下
に

な
っ
た
方
や
年
金
の
種
類
が
変
わ
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
受
け
ら
れ
る
場

－
）
の
再
申
請

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る

方
は
５
月
中
に
福
祉
課
ま
た
は
稲
葉
、

南
犬
飼
出
張
所
へ
認
定
請
求
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
課
（
讐
四
１
９
心
Ｑ
り
４
）
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環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
道
路
や
観
光
地
で
の
空
き
缶
の
散

乱
は
、
深
刻
な
社
仝
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
増
え
続
け
る
空
き
缶
の
投

げ
捨
て
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
い
っ
て

も
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
も
「
関
東
地
方

環
境
美
化
運
動
の
日
」
（
５
月
３
０
日
・

ゴ
ミ
ゼ
四
の
日
）
の
統
一
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
盛
大
に
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
当
町
で
も
、
関
東
地
方
（
山
梨
、

長
野
、
静
岡
を
合
む
）
1
0
都
県
で
統

一
的
に
事
業
が
展
開
さ
れ
る
５
月
３
０

亘
日
）
に
、
次
の
よ
う
な
収
集
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
各
自
治
会
に
お
い
て
も
、

自
治
会
長
さ
ん
及
び
保
健
委
員
さ
ん

を
中
心
に
、
自
治
会
内
の
道
路
・
公

園
な
ど
の
清
掃
や
散
乱
し
て
い
る
空

き
缶
収
集
な
ど
、
積
極
的
な
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日
　
５
月
３
０
日
（
竺

　
　
　
　
　
午
前
８
時
1
5
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
）

み
ん
な
で
き
れ
い
な
町
に
し
ょ
う
’

　
　
　
⊃
㈲
脳
髄
作
一
児
童
福
祉
週
間
５
【
月
５
～
‥
日
日

－
心
身
と
も
健
や
か
な
児
童
の
育
成
－

■
場
　
所
　
東
雲
児
童
公
園
、
県
道

　
宇
都
宮
～
栃
木
線
（
北
部
配
水
場

　
人
口
～
町
民
体
育
館
～
今
井
）
、

　
国
道
３
５
２
号
（
稲
葉
出
張
所
～

　
役
場
）
、
壬
生
バ
イ
パ
ス
入
口
、

　
御
成
橋
～
栃
木
市
境
界

■
内
　
容
　
主
に
空
き
缶
な
ど
の
収

　
集
、
持
ち
帰
り
袋
の
配
布

■
参
加
者
　
協
力
団
体
＝
婦
人
会
、

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン

　
ズ
ク
ラ
ブ
、
商
工
会
、
商
工
会
婦

　
入
部
、
商
工
会
青
年
部
、
農
協
婦

入
部
ヽ
消
費
者
友
の
会
ヽ
生
活
改
　
］

善
ク
ラ
ブ
協
議
会
、
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
ク
ラ
ブ
、
母
子
福
祉
会
、
青

少
年
ク
ラ
ブ
、
保
健
委
員
会
、
下

都
賀
漁
業
組
合
壬
生
支
部
、
建
設

業
協
同
組
合
。

町
職
員
。

　
子
ど
も
た
ち
が
無
心
に
遊
ぶ
姿
は

ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
が
、
最
近

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
。
そ

し
て
、
５
日
か
ら
一
週
間
は
「
児
童

福
祉
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

改
め
て
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
目
を
向
け
、
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
１
日
児
童
相
談
所

■
日
時
　
５
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
町
児
童
館

■
内
容
　
児
童
（
Ｏ
～
１
８
歳
）
の
福
祉

　
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
問
題
に
っ

　
い
て
相
談
し
た
い
方
。

○
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
う
ま

　
く
し
や
べ
れ
な
い
、
ち
え
の
発
達

　
が
思
わ
し
く
な
い
。

○
学
校
や
幼
稚
園
に
行
き
た
が
ら
な

　
い
、
み
ん
な
と
一
緒
に
集
団
行
動

　
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
）

○
育
児
や
し
つ
け
な
ど
で
困
っ
て
い

○
乱
暴
や
、
い
た
ず
ら
が
激
し
い
、

　
お
金
を
特
出
し
た
り
、
盗
み
を
し

　
た
り
す
る
。

○
手
足
の
不
自
由
や
目
耳
が
不
自
由

　
な
子
の
養
育
。

○
家
庭
の
事
情
で
子
ど
も
を
育
て
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
。

■
相
談
受
付
　
相
談
の
あ
る
方
は
、

　
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
児
童
福
祉
週
間

　
　
　
　
　
記
念
講
演
会

◇
日
時
　
５
月
1
0
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
３
０
分
～

◇
場
所
　
栃
木
市
文
化
全
館

◇
演
題
「
ス
ト
レ
ス
時
代
の
子
育
て
」

　
＝
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
＝

◇
講
師
　
河
合
　
洋
氏

　
河
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
（
元
国
立

　
小
児
病
院
精
神
科
医
長
）

◇
そ
の
他
　
入
場
無
料
。
託
児
設
備

　
有
。
お
問
合
せ
は
栃
木
県
県
南
児

　
童
相
談
所
（
四
則
ハ
り
１
り
Ｉ
１
）
へ
。
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４月は土地月間

みんなで守ろう

土地の｢基本理念｣

　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
｝

　
土
地
基
本
法
－
－
平
成
元
年
１
２
月

に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
法
律
に
は
、
土

地
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
基
本
理
念

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
土
地
は
適
正
に
、
計
画
的
に
利
用

　
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
投
機
的
な
土
地
取
引
は
、
行
わ
れ

　
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

○
土
地
に
っ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

○
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は
、
適

　
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

j
l
‐
‐
f
~

S
g
g
l
‐
1
1
1
1
j
1
1
“
|

地
価
公
示
価
格
は

　
土
地
取
引
の
基
準
で
す

　
平
成
５
年
の
地
価
公
示
価
格
が
国

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基

づ
い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を

公
表
す
る
も
の
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
調
査
し
か
て
ゾ
《
リ
ン
パ

に
公
示
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
次
の
１
０
か
所
が
公
牡

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
企

画
財
政
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
標
準
地
の
単
位
面
接
は
、

１
平
方
ゴ
当
た
り
の
価
格
で
す
。

　
市
街
化
区
域

遠
藤
袴
愚

○
中
央
町
３
２
７
番
３
〈
中
央
町
２

　
ド
１
５
）
　
　
　
８
万
３
千
円

○
い
ず
み
肘
ぃ
ぃ
１
り
芥
４
５
〈
い
ず
み

　
汀
８
‐
１
９
）
９
灯
り
已
レ
ぃ
入
‥
Ｏ
に
円

　
　
　
　
　
言
㈱
毛
堆
嘸
）

○
大
仰
田
―
』
ｊ

契約を結ぶ6週間前までに市町村に届出o

取引の

当事者

…
…
…
安
伴
子
西
山
原
８
７
５
番
１
６

　
　
　
　
　
　
７
万
５
千
５
０
０
円

－○
徴
収
町
５
１
１
番
３

　
　
　
　
　
　
８
万
円

諭
禰
東
漸
撫
愚

∇
安
塚
宇
南
原
１
０
０
″
り
番
５

　
　
　
　
　
　
Ｈ
万
８
千
円

市
街
化
調
整
区
域

弦
作
字
宿
坪
１
２
３
３
番
２

　
　
　
　
２
万
７
０
０
円

蜂
笑
帥
町
　
　
○
1
.
‐
ヅ
石
字
柴
田
内
７
９
０
番

１
５
－
３
２
）
　
　
６
万
８
千
円

１
万
円

⊇
ヱ
町
一
ド
目
３
４
０
り
乙
蕎
５
１
（
幸
　
　
○
安
塚
字
西
原
Ｎ
３
Ｃ
Ｃ
Ｑ
番
１
１
１
１
外

町
二
丁
目
２
０
－
１
０
）

　
　
　
　
　
1
0
万
７
千
円

１
万
７
千
６
０
０
円

-監
視
区
域
の
継
続

　
４
月
以
降
、
監
視
区
域
が
継
続
さ

れ
ま
す
。
従
来
ど
お
り
、
土
地
取
引

の
前
に
は
、
国
土
法
の
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

従
来
ど
お
り
（
市
街
化
区
域
全
域
）

従
来
ど
お
り
（
３
０
ｏ
心
以
古

３
年
間
（
平
成
５
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
８
年
３
月
3
1
日
ま
で
）

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
庁
資
源
対

　
策
謀
〔
四
〇
２
８
６
（
２
３
）
２
５

　
６
土
ま
た
は
役
場
企
画
財
政
謀

　
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

三
農
作
業
事
雑
節
新
止

農
繁
期
に
事
故
が
集
中

　
こ
こ
数
年
、
年
間
３
５
０
～
３
８
　
　
　
　
基
本
事
項
や
機
械
操
作
の
技
術
を

Ｏ
人
が
、
農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
　
　
　
習
得
し
て
お
く
。

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
農
繁
期
、
ト
　
　
○
機
械
を
安
全
に
使
う
た
め
、
常
に

ラ
ク
タ
ー
や
Ｊ
ン
バ
イ
ン
の
転
倒
、
　
　
　
点
検
・
整
備
す
る
習
慣
を
っ
け
る
。

転
落
事
故
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
ｏ
危
険
な
作
業
箇
所
（
田
畑
へ
の
進

　
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
　
　
　
人
跡
、
あ
ぜ
道
、
農
道
な
ど
）
を

守
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全
対
策
　
　
　
点
検
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
復
し

に
取
り
組
み
、
農
作
業
中
の
事
故
を
　
　
　
て
お
く
。

な
く
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ゆ
と
り
を
侍
っ
た
一
日
の
作
業
計

ｏ
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
安
全
　
　
　
画
を
立
て
る
こ
と
も
大
切
。

　
キ
ャ
ブ
や
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
　
　
ｏ
石
二
の
事
故
に
備
え
、
労
災
保
険

　
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
に
加
入
し
、
事
故
補
償
対
策

ｏ
研
修
な
ど
に
よ
り
、
安
全
対
策
の
　
　
　
も
万
全
に
。
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広

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

教
え
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切

　
草
木
も
芽
吹
く
暖
か
い
季
節
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
外
へ

出
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
入
学
や
新
入
園
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
歩
い
た
こ
と
の
な
い
道
を
歩
く
よ
う
に
な

な
い
よ
う
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
、

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
、
交
通
マ
ナ

ー
を
子
ど
も
に
教
え
、
習
慣
を
つ
け

さ
せ
る
こ
と
は
わ
た
し
た
ち
大
人
の

役
割
で
す
。

子
ど
も
は
大
人
の
ま
ね
を
す
る

大
人
は
子
ど
も
の
手
本
に
／

る
な
ど
、
以
前
と
比
べ
て
一
段
と
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
例
ぇ
は
、
大
人
が
信
号
無
視
を
す

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
違
う
ケ
ー
ス
は
、
こ
の
時
期
、
れ
ば
、
子
ど
も
は
そ
の
善
悪
の
区
別

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
特
性

を
理
解
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
教
え
ま
し
よ
う
。

手
を
上
げ
て
渡
る
児
童
（
東
小
前
）

　
ま
ず
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、

そ
の
大
半
が
「
飛
び
出
し
」
に
よ
る

も
の
で
す
。
子
ど
も
は
一
つ
の
こ
と

に
注
意
が
向
く
と
、
周
り
の
も
の
が

目
に
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
特
性

が
あ
り
ま
す
。
遊
び
に
夢
中
に
な
っ

て
、
道
路
に
転
が
っ
た
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
た
り
、
道
路
の
向
こ
う
側
で

親
が
声
を
か
け
た
り
す
る
と
、
急
に

道
路
に
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の
も
こ

の
た
め
で
す
。

　
子
ど
も
の
事
故
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
れ
ば
防
げ
る
も
の
が
多

い
の
で
す
が
、
子
ど
も
に
は
何
か
危

険
で
、
ど
う
し
た
ら
危
な
く
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
が
事
故
に
遭
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
）ｊ喝 . .

な
し
に
、
す
ぐ
ま
ね
を
し
ま
す
。
大

人
が
ま
ず
、
正
し
い
手
本
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

言
葉
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん

ま
ず
大
人
が
や
つ
て
み
せ
よ
う

　
　
「
危
な
い
よ
」
「
気
を
つ
け
て
」
と

言
葉
で
注
意
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
子

ど
も
は
具
体
的
に
ど
う
行
動
す
る
の

が
良
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

大
人
が
目
の
前
で
や
っ
て
み
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の

目
線
は
大
人
の
目
線
と
違
い
ま
す
。

子
ど
も
の
目
線
ま
で
姿
勢
を
低
く
し

て
、
ど
こ
が
ど
う
危
い
の
か
、
ど
う

気
を
っ
け
た
ら
い
い
の
か
、
理
解
す

る
ま
で
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
自
身

が
正
し
く
実
践
で
き
な
く
て
は
何
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
繰
り
返
し

て
習
慣
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
が
正
し
く
で
き
た

と
き
に
は
、
は
め
て
あ
げ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
車
を
運
転
す
る
方
は
、
裏

通
り
や
公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
近

く
を
通
る
と
き
に
は
、
子
ど
も
に
気

を
っ
け
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
慎

重
に
運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う



||||¶||11111111111L111 111111NIII1111NI間|111111111111広報みりSζ

食事と健康(顧)
　
お
べ
ん
と
う

　
４
月
は
、
入
学
・
入
社
、
新
学
期

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
新
し
い
こ
と
が
始

ま
る
月
で
す
ね
。
そ
し
て
、
今
月
か

ら
お
べ
ん
と
う
を
侍
っ
て
い
く
と
い

う
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
お
べ
ん
と
う
作
り
の
ポ

　
　
　
　
　
　
　
）

イ
ン
ト
を
い
く
っ
か
紹
介
し
ま
す
。

１
、
必
ず
、
冷
め
て
か
ら
つ
め
る
。

　
　
　
　
　
…
…
食
中
毒
の
予
防

２
、
い
ろ
い
ろ
な
色
の
お
か
ず
を

　
っ
め
る
。
…
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く

　
な
る
。
ま
た
食
欲
に
つ
な
が
る
。

３
、
緑
黄
色
野
菜
を
必
ず
入
れ
る
。

　
　
…
加
熟
調
理
に
よ
る
か
さ
が

　
減
っ
、
た
分
、
多
く
野
菜
を
食
べ

　
ら
れ
る
。
生
野
菜
は
見
た
目
の

　
か
さ
ば
か
り
で
野
菜
不
足
に
な

　
り
が
ち
。

４
、
汁
気
が
出
る
も
の
は
片
栗
粉

　
な
ど
で
か
ら
め
る
。

５
、
加
工
食
品
は
や
た
ら
に
使
わ

　
な
い
。

け
た
時
の
感
動
が
大
切
な
こ
と
も
、

作
る
人
は
忘
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
時

々
、
遊
び
心
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
べ
ん
と
う
を
作
る
人
は
、
朝
の

忙
し
い
中
で
と
て
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
か
と
言
っ
て
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
店
屋
も
の
で
昼

食
を
続
け
て
い
る
と
、
や
は
り
、
穀

類
と
油
脂
に
偏
り
、
野
菜
類
が
不
足

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
濃
厚
な

昧
付
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
塩
分
も
と
り
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事
の
積
み
重
ね
が
健
康

を
左
右
す
る
と
考
え
れ
ば
、
な
る
べ

く
お
べ
ん
と
う
を
侍
っ
て
出
か
け
た

い
も
の
で
す
。
作
っ
た
人
へ
の
感
謝

ま
た
、
お
べ
ん
と
う
は
ふ
た
を
開
　
　
を
忘
れ
ず
・
…

感
謝
と
思
い
や
り
の
心

看
護
の
日
５
月
1
2
日
・
看
護
週
間
５
月
９
～
1
5
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
に
貢
献
し
た
人
を
一
人
挙
げ

な
さ
い
と
い
っ
た
ら
、
だ
れ
の
名
前

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
多
く
の
人

は
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
を
挙
げ
る
の
で

パ
レ
　
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
１
８
５
４
年

必
’
１
　
タ
Ｚ
！
‘
’
゛
ｐ
ｖ
｀
’
ｆ
”
；
？
｀
―
・
Ｎ
ｆ
一
つ

の
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
軍
の

野
戦
病
院
に
赴
任
し
、
多
く
の
人
命

を
救
っ
た
近
代
看
護
の
創
始
者
で
す
。

2
1
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
い
ま
、

看
護
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
の
誕
生
日
で
あ

る
５
月
1
2
日
は
「
看
護
の
日
」
－
―

こ
の
日
を
は
さ
む
１
週
間
は
「
看
護

週
間
」
で
す
。
看
護
す
る
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
す
と
と
も
に
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
病
む
人
や
高
齢

の
方
々
を
温
か
く
世
話
す
る
心
を
も

ち
た
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
看
護

の
日
」
の
狙
い
で
す
。

加藤
　
昔
は
、
嫁
は
、
「
ご
飯

が
上
手
に
炊
け
て
Ｔ
入

居
」
と
姑
さ
ん
が
言
つ

た
も
の
す
。
と
こ
ろ

　
昔
と
違
っ
て
お
米
の
品
種
改
良
が

進
み
、
お
い
し
い
お
米
が
た
く
さ
ん

出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
お
い
し
い
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
新
米
と
精
米

ダ
炊
飯
器
が
登
場
し
　
　
し
た
ば
か
り
の
お
米
で
し
よ
う
。
新

て
以
来
、
ご
飯
炊
き
に
　
　
米
は
水
加
減
が
大
切
。
普
通
は
、
お
米

は
苦
労
が
な
く
な
り
ま
　
　
の
分
量
の
二
〇
％
増
し
の
水
で
炊
さ

し
た
。
し
か
し
、
お
い
　
　
庶
す
が
、
新
米
は
お
米
自
体
の
水
分

し
い
ご
飯
を
炊
く
に
は
ふ
技

術
几
一
‥
】
い
り
ま
す
。

　
お
米
を
買
っ
た
ら
、
袋
か

ら
す
ぐ
米
び
つ
に
移
し
ま
し

よ
う
。
袋
に
入
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
蒸
れ
て
昧
が

落
ち
ま
す
。

　
お
米
を
炊
く
前
に
、
お
米

に
十
分
に
水
を
吸
杓
せ
ま
す
。

炊
く
一
時
間
半
前
に
お
米
を

と
い
で
、
ザ
ル
に
移
し
ま
す
。

ヌ
カ
臭
さ
を
と
る
た
め
、
そ

の
ま
ま
三
十
分
ほ
ど
ザ
ル
に

あ
げ
て
水
気
を
切
り
ま
す
。

十分に水を吸わせて

が
多
い
の
で
、
水
は
お
米
と

同
量
か
」
○
％
増
し
ぐ
ら
い

の
控
え
め
に
し
ま
す
。
古
米

は
逆
に
乾
燥
し
て
い
ま
す
か

ら
、
水
を
三
〇
％
増
し
と
や

や
多
め
に
し
ま
す
。

　
し
ん
の
残
っ
た
お
米
ほ
ど
、

ま
ず
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
慢
し
て
食
べ
る
前
に
、
お

酒
で
蒸
し
て
み
ま
し
よ
う
。

炊
ぎ
上
が
つ
だ
炊
飯
器
の
ご

飯
に
、
手
早
く
ハ
シ
で
い
く

つ
ガ
の
穴
を
開
け
、
米
三
カ

ッ
プ
に
大
さ
じ
一
杯
の
割
り

そ
の
後
で
炊
飯
器
に
移
し
、
一
時
間
　
　
で
日
本
酒
を
振
り
か
け
、
弱
火
で
五

ほ
ど
お
い
て
か
宍
ス
イ
ッ
チ
を
入
　
　
分
ほ
ど
蒸
す
と
、
お
米
の
し
ん
が
抜

れ
ま
す
。
お
米
は
、
と
い
だ
後
、
少
　
　
け
ま
す
。

な
く
と
も
三
十
分
は
水
を
吸
杓
せ
ま

し
よ
う
。
こ
う
す
れ
ば
、
お
米
は
お

い
し
く
炊
き
上
が
り
ま
す
。

　
急
ぐ
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
炊
き

ま
す
。
ぬ
る
ま
湯
だ
と
お
米
が
水
を

吸
収
す
る
時
間
が
早
い
の
で
、
と
い

で
か
ら
十
分
ほ
ど
お
く
だ
け
で
炊
け

ま
す
。
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「
歌
集
『
地
下
た
び
の
う
た
』
の

続
編
を
こ
の
４
月
に
出
版
す
る
と
い

う
茂
弥
さ
ん
は
、
1
6
歳
の
こ
ろ
か
ら

歌
を
作
り
始
め
、
歌
と
と
も
に
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
）

-

を
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
の

食
料
難
の
時
代
に
は
、
１
１
人
の
家
族

を
抱
え
て
「
上
が
好
き
だ
か
ら
」
と

今
ま
で
営
ん
で
き
た
げ
た
屋
か
ら
農

あ達者
ｶｯﾌj
ﾑﾌﾟｹヶ

⑩下横町

　　　茂弥さん(73)鈴木　ハルさん(71)夫妻

; 謂 ' y j

, ' i . ･ 1

… … … 1

j ﾌ ﾞ S y

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

両親に旅行をプレゼント

　　今井谷中田　早起子さん

　　「自分に素直になりたい」が、モットーという

彼女は、燭協医大微生物学教室の技術員として活

躍中。

　趣味は、ドライブに編物「今度、料理、フラワ

ーアレンジメントを習いたいと思っていますiと

チャレンジ精神旺盛。夢は、「両親に旅行をプレ

ゼントしたい」と笑顔で答えてくれました。

…
…
ま
諾
孫
謁
１

Ｉ
軍
　
川
．
の］

8｀.λ

壬生小学校５年

　　市　川　貴　子

　｢精忠神社｣

壬生小学校５年

　　林　　　芳　典

脆
◎
⑩
凪



ふれあ
　
　
　
　
　
　
　
　
）

業
に
の
め
り
込
み
、
以
来
四
十
数
年

農
の
歌
を
詠
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
北
原
白
秋
が
主
宰
す
る

　
「
多
磨
短
歌
会
」
に
入
会
（
昭
1
5
）
、

そ
の
後
、
木
俣
修
選
歌
欄
か
ら
「
形
成
」

の
創
刊
（
昭
懸
に
参
加
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
町
文
化
協
会
文
芸

部
長
と
し
て
広
報
み
ぶ
掲
載
「
文
芸
」

の
選
者
も
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ル
さ
ん
は
今
で
も
農
業
を
し
て

い
ま
す
が
、
「
嫁
に
来
た
と
き
は
げ

た
屋
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
の
ん
き

に
暮
ら
せ
る
と
思
っ
て
い
た
」
そ
う

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
い
っ
の
間
に

か
百
姓
に
な
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
を
始
め
た
こ
ろ
は
生

千面禅面面雀]]
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]廻lylljl浦kJyj皿

敬老会を催す

ま
れ
て
初
め
て
の
農
業
に
戸
惑
い
、

特
に
堆
肥
に
す
る
草
と
り
の
時
は
、

カ
マ
も
扱
え
ず
苦
労
し
、
「
そ
れ
が

い
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
」
と
話

す
ハ
ナ
さ
ん
で
す
。

　
以
前
は
ダ
ン
ス
や
演
芸
も
や
っ
た

そ
う
で
す
が
、
今
は
週
２
回
の
カ
ラ

オ
ケ
を
や
っ
て
い
る
ほ
か
、
豊
栖
院

で
御
詠
歌
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
道
は
準
四
段
の
腕
前
だ
そ

う
で
す
。

　
お
元
気
な
二
人
で
す
が
、
食
べ
物

の
好
み
が
正
反
対
で
、
海
魚
や
肉
、

納
豆
が
好
き
な
茂
弥
さ
ん
に
対
し
、

ハ
ナ
さ
ん
は
川
魚
や
貝
類
、
イ
カ
、

エ
ビ
な
ど
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　
国
谷
南
坪
親
睦
全
（
渡
辺
キ
ョ
全

長
・
仝
員
２
７
人
）
は
、
全
員
の
研
修

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

結
成
さ
れ
て
か
ら
Ｈ
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
同
親
睦
全
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、

春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
夏
の
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
参
加
、
敬
老
会
の
開
催
、

毎
月
会
員
交
替
で
の
南
坪
公
民
館
の

清
掃
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
の
第
只
凹
敬
老
会
は
２
月
１
１

日
に
催
し
、
南
坪
の
お
年
寄
り
３
６
人

を
ご
招
待
し
て
な
ご
や
か
な
一
目
を

過
ご
し
ま
し
た
。

チピッ子アルハム

-働
か
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
女
）

　
（
父
）
赤
羽
根
　
信
　
也
さ
ん
＾
羽
生
田
中
央
゛

　
（
母
）
　
　
　
　
　
智
　
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
明
る
く
元
気
に
、

　
そ
し
て
希
望
に
満
ち
た
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

佑
樹
ち
ゃ
ん
（
１
歳
’
３
八
）

（
父
）
松
　
井

（
母
）

　
　
浩
さ
ん

美
　
子
さ
ん

（
県
営
壬
生
住
宅
）

あ
暴
‐
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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駅
東
町
公
民
館
か
完
成

１
０
０
人
が
出
席
し
落
成
式
行
う

壬
生
駅
東
町
団
地
（
伊
藤
諾
一
白

、
４
治
会
長
・
１
９
４
戸
）
に
こ
の
ほ
ど

み
自
治
公
民
館
が
完
成
し
、
３
月
2
8
日

報
に
同
公
民
館
で
関
係
者
な
ど
約
１
０

広
ｏ
人
が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
団
地
に
は
集
会
施
設

が
な
く
、
「
ぜ
ひ
公
民
館
建
設
を
」
と

熱
望
す
る
住
民
の
声
を
背
景
に
、
昨

年
１
月
、
自
治
会
有
志
に
よ
っ
て
建

設
委
員
会
を
結
成
。
「
丈
夫
で
長
持
ち

優
勝
の
睦
小
イ
レ
ブ
ン
た
ち

す
る
公
民
館
」
を
建
設
テ
ー
マ
と
し
て

総
事
業
費
１
７
０
０
万
で
建
設
、
会

員
の
拠
出
金
の
ほ
か
、
町
助
成
及
び

企
業
・
個
人
有
志
者
の
寄
付
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
ま
し
た
。

　
木
造
平
屋
建
て
１
１
６
ｆ
の
館
内

に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
談
話
室
、

調
理
室
、
ト
イ
レ
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

同
団
地
の
文
化
・
学
習
・
親
睦
・
交

流
活
動
な
ど
に
一
層
の
拍
車
が
か
か

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

り
っ
ぱ
な
公
民
館
か
完
成

小
学
生
交
歓
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
睦
小
チ
ー
ム
か
優
勝

　
壬
生
中
サ
ッ
カ
ー
部
保
護
者
会
（
西

村
嘉
之
会
長
）
主
催
の
壬
生
町
小
学

生
交
歓
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
３
月
７
日
、

壬
生
中
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
睦
小

チ
ー
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
全
は
、
壬
生
中
サ
ッ
カ
ー

部
保
護
者
会
が
サ
。
カ
ー
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
、
小
学
生
を

対
象
に
し
た
大
会
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
１
１
回
目
に
な
り
ま
す
。

－

　゛Ｗｇ

　
大
全
は
、
町
内
８
校
か
ら
８
チ
ー

ム
が
参
加
し
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
実
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
勝

る
睦
小
チ
ー
ム
が
、
決
勝
戦
で
壬
生

東
チ
ー
ム
を
接
戦
の
末
１
対
Ｏ
で
敗

青
少
年
健
全
育
成
標
語

館
野
さ
ん
ふ
）
か
最
優
秀
に
輝
く

　
青
少
年
問
題
協

議
会
は
、
青
少
年

の
明
る
く
住
み
良

い
地
域
環
境
推
進

の
一
環
と
し
て
、

青
少
年
自
身
が
非

行
問
題
に
つ
い
て

考
え
、
自
覚
し
て

も
ら
お
う
と
、
町

内
中
学
校
２
年
生

を
対
象
に
青
少
年

健
全
育
成
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
１
点
、
優

秀
２
点
、
佳
作
1
0

点
が
選
考
さ
れ
、

３
月
８
日
、
役
場
正
庁
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
㈲
Ｏ
漸
〕

・
最
優
秀
　
館
野
　
　
誠
（
壬
生
中
）

「
非
行
に
　
打
ち
勝
つ
勇
気
と

　
強
い
意
志
」

・
優
　
秀
　
穂
田
　
　
竺
壬
生
中
）

「
友
情
は
非
行
防
止
の
　
第
一
歩
」

　
　
　
　
　
）

優秀標語で表彰されたみなさん

・
優
　
秀
　
高
田
　
聡
子
（
南
天
中
）

　
「
天
切
な
の
は
　
家
族
の
対
話
と

　
心
が
け
」

・
佳
　
作
（
氏
名
の
み
）

小
鴨
昭
彦
、
的
場
　
滋
、
高
橋
幸
恵
、

松
下
智
延
、
冨
居
大
輔
、
瀬
尾
久
美

子
、
高
山
瑞
穂
…
…
（
壬
生
中
）

大
粟
知
子
、
坂
本
育
子
、
前
原
　
弘

…
…
（
南
犬
飼
中
）
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県
１
位
の
成
績
者
に

町
長
表
彰
し
ま
し
た

平
成
４
年
度
県
レ
ベ
ル
以
上
の
各
　
　
同
型
□
海
老
沼
雄
一
郎
、
鈴
木
優

種
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
（
県

１
位
）
を
納
め
た
児
童
の
町
長
表
彰

式
が
３
月
1
8
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
１
位
以
上
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
小
・
中
学
校
の
児
童
に

対
し
、
そ
の
成
績
と
日
ご
ろ
の
努
力

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
活
躍
し
て
も
ら
お
う
と
、

町
長
が
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

」
第
１
２
回
全
日
本
学
童
軟
式

　
野
球
大
会
県
大
会
優
勝
、

　
全
国
大
会
第
３
位

〈
６
年
〉
大
村
浩
一
、
鈴
木
健
司
、
根

本
　
学
、
桜
井
　
謙
、
辻
　
雅
之
、

田
中
正
敏
、
坪
山
智
昭
、
橋
本
秀
夫
、

小
林
　
豊
〈
５
年
〉
森
田
雅
人
〈
４

年
》
坪
山
桂
子
、
栗
嶋
勇
介
、
石
川

哲
也
、
石
島
哲
也
、
桐
林
隼
人
、
桜

井
　
信
、
高
橋
琢
磨

」
第
4
6
回
栃
木
県
理
科
研
究

　
展
覧
会
最
優
秀
賞

志
、
演
本
拡
史
、
笹
　
周
人
、
植
田

歩
、
間
柄
　
暦
、
金
田
健
人
、
中
西

麗
、
檜
山
吉
聡

■
第
4
6
回
栃
木
県
理
科
研
究

　
展
覧
会
最
優
秀
賞

〔
申
年

1 1
〕
吉
沢
真
祐
美
、
鈴
木
康
裕
、

篠
原
祐
介
、
稲
村
知
性
、
矢
嶋
有
那

■
第
４
回
ふ
る
さ
と
の
松

　
原
画
募
集
鍛
優
秀
賞

　
　
　
（
林
野
庁
長
官
賞
）

　
　
　
　
　
　
　
２
年
　
鈴
木
克
彰

謝辞を述べる田辺ゆめ子さん

■
全
国
農
業
協
同
組
合
作
文

　
Ｊ
ン
ク
ー
ル
３
部
中
央
全

　
全
長
賞
・
県
農
協
中
央
全

　
金
賞

　
　
　
　
　
　
）

毛
塚
裕
也
、
斎
藤
宏
治
、
梅
山
散
光
、

鈴
木
一
志
、
寺
内
　
肇
、
中
川
昌
久
、

廣
渾
知
宜
、
高
橋
康
明
、
ハ
木
英
武
、

瓦
井
和
典
、
粂
川
尚
史
、
塚
直
一
晃
、

桧
本
真
行
、
山
田
武
志
、
白
川
孝
従
、

寺
内
　
強
、
星
野
高
志
、
渡
漫
紀
夫
、

３
年
　
田
漫
ゆ
め
子
　
入
江
利
幸
、
山
川
和
成
、
粂
川
和
寿
、

一
第
3
7
回
栃
木
県
少
年
野
球

　
大
会
優
勝

〈
３
年
〉
加
藤
　
健
、
東
川
哲
一
、

一
全
国
短
歌
大
会
ジ
ュ
ニ
ア

　
の
部
特
賞

　
　
　
　
　
３
年
　
小
森
英
樹

町長表彰された児童たち（睦小･稲葉小･安塚小）

⑤亘
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
歌

い
い
か
げ
ん
子
放
れ
せ
よ
と
言
う
息

子
「
お
み
や
げ
」
と
洗
濯
物
を
待
ち

来
る
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

寒
き
夜
は
入
浴
剤
に
て
た
の
し
め
り

昨
日
は
別
府
今
日
登
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

の
ろ
の
ろ
と
わ
が
前
を
ゆ
く
砂
利
ダ

ン
プ
苦
し
涙
か
雫
垂
ら
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

鼠
一
匹
出
る
こ
と
も
な
く
終
り
た
り

国
仝
証
諮
と
言
う
は
む
な
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

　
　
俳
　
句

み
じ
か
い
か
長
い
か
余
生
日
向
ば
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

疼
の
薔
ひ
し
め
き
合
い
し
い
の
ち
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

留
守
番
と
ゆ
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　　　羽田
－
　｀‾佐藤

口

合

時

健太郎

　陽子

ジョイダント

　コンサート

５月12日（水）午後６時

　　　　　　　　11　6時30分

場　壬生中央公民館 大ホール

開

開

場

演

-

-

入場券　1､500円（全席自由席）

　　　　※４月1［1（木）より千生中共公民館、稲葉

　　　　　南犬飼両出張所で取り扱い中です。

主　催　財団法人　壬生町施設振興公社

後　援　壬生町教育委員合

間合せ先　壬生中央公民館（�82－0108）

金
１
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５
０
９
円
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生
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央
公
民
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１
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２
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枝
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様
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９
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２
円
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同
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金
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（
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回
）
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生
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人
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ブ
運
合
仝
様

金
２
万
円
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（
社
会
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議
会
）

　まちのうごき

　　　　４月１日現在

こﾌ

｡ｭ｡
7;］ｭ昌､､ｭｭﾆぃ、

白白ご言ぽttl5j lこ

　　　（　）内は前月比

し

池
消
」
溺
漫
漫
Ｊ

ド

●
国
民
年
金
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２
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
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　お母さんと子どもたちがリズムに合わせて、踊り、

うたう楽しいアフリカの音楽です。

　　　　６月６日（日）午後１時30分……開場
日　時　　　　　　　　jj　2時…………開i寅

登　場　千生中央公民館　大ホール

入場券　1､000円（全勝自由席）

　　　　※４月15日（木）より壬生中央公民館・稲葉

　　　　　南犬飼両出張所で取り扱い中です。

ゴーJレデンウィークは

連続休暇でリフレッシユ./

し
っ
か
り
働
き

ゆ
っ
く
り
休
む
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